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2014.06.02 

明治大学・川崎市 黒川地域連携協議会 

第 1回 里地里山保全管理利活用専門部会 

里地里山マップ作成ワークショップ 

【目 的】 

黒川の豊かな里地里山の環境を守っていく為に、多くの方に黒川に訪れて頂き、

自然の魅力や、地域での楽しみ、農業や、里山の保全活動、地域の課題なども知

って頂く。 

【作業の進め方】 

当部会の活動を始めるにあたっては、まず黒川の里地里山に関する情報を集約

化し、部会内で共有化する事が必要になります。そこで、第 1回の部会では様々な

立場から意見やアイデアを頂き、図面上に一元化していくワークショップ（作業）を行

います。 

【グループ分けの考え方】 

より専門的な情報を引き出し、活発に議論して頂く為、今回は「里地（農）」班と

「里山（緑地）」班でグループ分け、検討を行います。 

「里地（農）」 ：セレサ川崎農業協同組合、農業振興センター、建設緑

政局緑政部みどりの協働推進課（事務局） 

「里山（緑地）」 ：里地里山保全団体、神奈川県横浜川崎地区農政事務

所、川崎市麻生区役所企画課、川崎市麻生区役所道

路公園センター整備課、建設緑政局緑政部みどりの協

働推進課（事務局） 

資料４



2014.06.02 

明治大学・川崎市 黒川地域連携協議会 

第 1回 里地里山保全管理利活用専門部会 

【ワークショップの流れ】

１.要素の抽出 

それぞれの立場の切り口から、黒川の魅力、活動、営み、課題等について、

ポストイットに記入して頂き、地図に貼り付けていきます。 

■記載内容例 

「眺めの良い場所」、「立派な木や樹林」、「緑と調和した歴史や文化を感じる施設」、

「季節ごとの花や緑の見どころ」、「地域活動の活動場所」、「散策に楽しい道」、「まと

まりのある作物の栽培地」、「市民緑地や観光農園の位置」、「不法投棄の多い場所」、

「来訪者のマナーで気になるところ」、「イベント情報」等 

２.イベントや仕掛けのアイデア出し 

ウォーキングイベントを行う事を想定し、ウォーキングイベントの中で出来そう

なミニ体験や仕掛けの案と、その候補地を検討するとともに、ルート案を記入し

ます。 

■記載内容例 

「ご協力いただけそうな農家や市民団体」、「体験できそうな農業体験・里山体験」、

「説明を行う場所」、「植物・生き物観察」など 

３.発表 

それぞれの班で検討した内容について発表を行い、情報を共有化します。 

以上 


